
浴衣を着てヤットセ�
　８月１４、１５日に津軽風待ち湊

ふかうらヤットセが行われました。�

　恒例のふかうら浴衣大賞では、華

やかな浴衣を着こなした参加者たち

が、審査員にアピールしていました。�
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新
成
人
の
生
ま
れ
た
平
成
10
年
は�

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
年
で
し
た
！�

深
浦
町
の
動
き
�

国
内
の
動
き
�

主
な
ヒ
ッ
ト
曲
�

４
月�

���

５
月�

���

６
月�

�

７
月�

�

８
月�

��

９
月�

�

10
月�

��

11
月�

�

12
月�

���

１
月�

２
月�

�

３
月�

・
Ｊ
Ｒ
深
浦
駅
舎
内
に
観
光

案
内
所
オ
ー
プ
ン�

・
ウ
ェ
ス
パ
椿
山
に
新
コ
テ

ー
ジ
増
設�

・
海
鵬
関
幕
内
昇
進�

・
千
畳
敷
海
岸
が
「
日
本
の

水
浴
場
五
十
五
選
」
に
選

出�
����

・
24
時
間
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
延
べ
２
５
０
人
が
参
加�

・
「
世
界
遺
産
こ
ど
も
サ
ミ

ッ
ト
」
が
岩
崎
村
で
開
催�

・
県
立
深
浦
高
等
学
校
創
立

40
周
年
記
念
式
典
・
校
舎

落
成
記
念
式
典�

・
姉
妹
都
市
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

に
「
日
本
の
家
」
完
成�

・
「
潤
い
と
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
優
良
地
方
公

共
団
体
自
治
体
大
臣
表
彰

を
受
賞�

�
・「
モ
ヤ
イ
像
」東
京
都
大
田

区
か
ら
深
浦
町
へ
寄
贈�

・
明
石
海
峡
大
橋
開
通�

���

・
Ｘ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
ｈ
ｉ
ｄ 

ｅ
が
死
去�

��

・
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
日
本
代
表
が
初
出
場�

・
小
渕
内
閣
発
足�

・
和
歌
山
毒
物
カ
レ
ー
事
件�

・
夏
の
甲
子
園
で
横
浜
高
の
松

坂
大
輔
が
史
上
２
人
目
の
ノ

ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成�

・
コ
ブ
ク
ロ
結
成�

�

・
任
天
堂
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
カ

ラ
ー
発
売�

���

・
郵
便
番
号
の
７
桁
化
が
完
了�

���

・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
が
死
去�

・
ｉ
モ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
が
ス

タ
ー
ト�

・
日
本
銀
行
が
ゼ
ロ
金
利
政

策
を
実
施�

・
終
わ
り
な
き
旅�

　（
Ｍ
ｒ．
ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
ｒ
ｅ
ｎ
）�

・
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ�

 

（
宇
多
田
ヒ
カ
ル
）�

・
愛
さ
れ
る
よ
り
愛
し
た
い

（
Ｋ
ｉ
ｎ
ｋ
ｉ
　Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
）�

・
夜
空
ノ
ム
コ
ウ�

（
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
）�

・
夏
色（
ゆ
ず
）�

主
な
映
画
�

・
リ
ン
グ�

・
踊
る
大
捜
査
線�

Ｔ
Ｈ
Ｅ
　Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ�

・
モ
ス
ラ
３
キ
ン
グ
ギ

ド
ラ
来
襲�

・
プ
ラ
イ
ド
・
運
命
の

瞬
間�

・
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ-

Ｂ
Ｉ�

主
な
流
行
�

・
ハ
マ
の
大
魔
神�

・
凡
人
・
軍
人
・
変
人�

・
だ
っ
ち
ゅ
ー
の�

・
シ
ョ
ム
ニ�
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８
月
14
日
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
に

お
い
て
深
浦
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、

対
象
者
85
人
の
う
ち
、
70
名
が
出
席

し
、
友
人
と
と
も
に
成
人
を
祝
い
ま

し
た
。�

　
式
典
で
は
、
新
成
人
の
成
田
真
愛

さ
ん
（
松
神
）
が
司
会
を
務
め
、
出

席
者
全
員
を
紹
介
。
そ
の
後
、
坂
本

教
育
長
が
「
深
浦
を
愛
し
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
共
に
助
け
合
い
な
が
ら

責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
前
に
進
ん
で

ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て

吉
田
町
長
な
ど
か
ら
お
祝
い
の
こ
と

ば
が
送
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
を
受
け
て
、
新
成
人
の
工
藤

洋
さ
ん
（
４
区
）
が
「
こ
こ
ま
で
成

長
で
き
た
の
は
見
守
っ
て
く
れ
た
地

域
の
方
々
・
仲
間
・
家
族
の
お
か
げ
。

常
に
好
奇
心
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
に
向
か
っ
て
邁
進
し
た
い
」
と

力
強
く
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
式
典
後
は
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、

町
教
育
委
員
会
か
ら
贈
ら
れ
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
鑑
賞
。
小
中
学
校
時
代
の
写
真

や
中
学
校
時
代
の
恩
師
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
上
映
さ
れ
る
と
、
大
き
な
笑
い

声
や
歓
声
が
上
が
り
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
会
場
内
で
は
久
し
ぶ
り
に

会
う
友
人
と
記
念
撮
影
を
し
た
り
、

家
族
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
を
読
ん
で

涙
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
大

人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、
胸

に
秘
め
た
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん

で
い
る
新
成
人
た
ち
は
、
き
ら
き
ら

と
輝
い
て
い
ま
し
た
。�

２分の１成人の小学生から合言葉で「憧れ」のヒマワリが�

お礼の言葉を述べた工藤洋さん（４区）�
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t〈左から〉　彼女と結婚したい（熊谷公貴さん・横磯）、

思う存分酒を飲みたい（石沢武蔵さん・塩見崎）、

彼女を作る!!!（小沢悠斗さん・相野山）、昇給!!（一

戸風真さん・風合瀬）�
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▲〈左から〉　将来安泰！（五十嵐輝さん・北金２区）、

大学院に進学したい（米谷元汰さん・北金１区）、

立派な医者になりたい（米谷隆佑・柳田）、今が

一番楽しいです！（長谷川翔さん・北金１区）、

現状維持！（山本英司さん・田野沢）�

▲〈左から〉　立派な保育士になりたいです（原田瑞希

さん・沢辺）、平凡な日常を送りたい（成田真愛さん・

松神）、勉強を頑張ります！（伊藤輝さん・正久）�
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「
浴
衣
を
着
る
と
も
っ
と
楽
し
く
な
る
」
を

　
「
浴
衣
を
着
る
と
も
っ
と
楽
し
く
な
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
「
津
軽
風
待
ち
湊
ふ
か
う
ら
ヤ
ッ

テ
ー
マ
に
、
「
津
軽
風
待
ち
湊
ふ
か
う
ら
ヤ
ッ

ト
セ
」
が
８
月

ト
セ
」
が
８
月
1414
、
1515
日
に
夕
陽
公
園
で
開
催

日
に
夕
陽
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た
。�

　
２
日
間
に
わ
た
り
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ

　
２
日
間
に
わ
た
り
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
町
民
や
帰
省
客
な
ど
約

れ
ま
し
た
が
、
町
民
や
帰
省
客
な
ど
約
７，

５

０
０
人
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た

０
０
人
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
深
浦
中
学
校
卒
業
生
の
同
級
会
を
開
催
し
て

　
深
浦
中
学
校
卒
業
生
の
同
級
会
を
開
催
し
て

い
た
方
々
は
、
「
現
在
、
私
た
ち
は

い
た
方
々
は
、
「
現
在
、
私
た
ち
は
7575
歳
。
会

歳
。
会

う
機
会
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
こ
う
し
て
顔
を

う
機
会
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
こ
う
し
て
顔
を

合
わ
せ
て
当
時
の
こ
と
を
語
り
あ
え
る
場
所
が

合
わ
せ
て
当
時
の
こ
と
を
語
り
あ
え
る
場
所
が

あ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
。
来
年
も
開
催
し
た

あ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
。
来
年
も
開
催
し
た

い
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た

い
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
、
青
い
鳥
保

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
、
青
い
鳥
保

育
園
の
チ
ビ
ッ
コ
演
芸
シ
ョ
ー
を
皮
切
り
に

育
園
の
チ
ビ
ッ
コ
演
芸
シ
ョ
ー
を
皮
切
り
に
、

津
軽
深
浦
北
前
太
鼓
風
の
会
の
演
奏
、
大
道
芸

津
軽
深
浦
北
前
太
鼓
風
の
会
の
演
奏
、
大
道
芸
、

抽
選
会
、
恒
例
と
な
っ
た
「
ふ
か
う
ら
浴
衣
大

抽
選
会
、
恒
例
と
な
っ
た
「
ふ
か
う
ら
浴
衣
大

賞
」
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た

賞
」
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
か
う
ら
浴
衣
大
賞
を
受
賞
し
た
舘
口
凛
さ
ん

ふ
か
う
ら
浴
衣
大
賞
を
受
賞
し
た
舘
口
凛
さ
ん

は
、
「
初
め
て
参
加
し
て
、
大
賞
を
と
れ
る
と

は
、
「
初
め
て
参
加
し
て
、
大
賞
を
と
れ
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
い
」
と

は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
い
」
と

話
し
、
こ
ん
が
り
と
焼
け
た
肌
に
ぴ
っ
た
り
の

話
し
、
こ
ん
が
り
と
焼
け
た
肌
に
ぴ
っ
た
り
の

浴
衣
が
印
象
的
で
し
た

浴
衣
が
印
象
的
で
し
た
。�

　
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
ふ
か
う
ら
ヤ
ッ
ト
セ

　
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
ふ
か
う
ら
ヤ
ッ
ト
セ

総
踊
り
」
で
は
、
浴
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
老
若

総
踊
り
」
で
は
、
浴
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
老
若

男
女
が
や
ぐ
ら
の
周
り
に
輪
を
作
り
、
深
浦
小

男
女
が
や
ぐ
ら
の
周
り
に
輪
を
作
り
、
深
浦
小

唄
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
。
音
色
と
踊
り
に

唄
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
。
音
色
と
踊
り
に

つ
ら
れ
、
周
り
で
見
て
い
た
方
々
も
、
次
々
と

つ
ら
れ
、
周
り
で
見
て
い
た
方
々
も
、
次
々
と

輪
の
中
に
参
加
し
、
会
場
は
一
体
感
と
笑
顔
に

輪
の
中
に
参
加
し
、
会
場
は
一
体
感
と
笑
顔
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
で
は
、
雨
が
次
第
に
強

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
で
は
、
雨
が
次
第
に
強

ま
り
時
間
を
早
め
て
決
行
。
傘
を
差
し
な
が
ら

ま
り
時
間
を
早
め
て
決
行
。
傘
を
差
し
な
が
ら

見
る
花
火
も
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
、
観
客
か
ら

見
る
花
火
も
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
、
観
客
か
ら

は
花
火
の
よ
う
な
笑
顔
が
咲
き
続
け
て
い
ま
し

は
花
火
の
よ
う
な
笑
顔
が
咲
き
続
け
て
い
ま
し

た
。
た
。�

�

　
「
浴
衣
を
着
る
と
も
っ
と
楽
し
く
な
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
「
津
軽
風
待
ち
湊
ふ
か
う
ら
ヤ
ッ

ト
セ
」
が
８
月
14
、
15
日
に
夕
陽
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
２
日
間
に
わ
た
り
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
町
民
や
帰
省
客
な
ど
約
７，

５

０
０
人
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
深
浦
中
学
校
卒
業
生
の
同
級
会
を
開
催
し
て

い
た
方
々
は
、
「
現
在
、
私
た
ち
は
75
歳
。
会

う
機
会
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
こ
う
し
て
顔
を

合
わ
せ
て
当
時
の
こ
と
を
語
り
あ
え
る
場
所
が

あ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
。
来
年
も
開
催
し
た

い
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
、
青
い
鳥
保

育
園
の
チ
ビ
ッ
コ
演
芸
シ
ョ
ー
を
皮
切
り
に
、

津
軽
深
浦
北
前
太
鼓
風
の
会
の
演
奏
、
大
道
芸
、

抽
選
会
、
恒
例
と
な
っ
た
「
ふ
か
う
ら
浴
衣
大

賞
」
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
か
う
ら
浴
衣
大
賞
を
受
賞
し
た
舘
口
凛
さ
ん

は
、
「
初
め
て
参
加
し
て
、
大
賞
を
と
れ
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
い
」
と

話
し
、
こ
ん
が
り
と
焼
け
た
肌
に
ぴ
っ
た
り
の

浴
衣
が
印
象
的
で
し
た
。�

　
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
ふ
か
う
ら
ヤ
ッ
ト
セ

総
踊
り
」
で
は
、
浴
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
老
若

男
女
が
や
ぐ
ら
の
周
り
に
輪
を
作
り
、
深
浦
小

唄
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
。
音
色
と
踊
り
に

つ
ら
れ
、
周
り
で
見
て
い
た
方
々
も
、
次
々
と

輪
の
中
に
参
加
し
、
会
場
は
一
体
感
と
笑
顔
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
で
は
、
雨
が
次
第
に
強

ま
り
時
間
を
早
め
て
決
行
。
傘
を
差
し
な
が
ら

見
る
花
火
も
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
、
観
客
か
ら

は
花
火
の
よ
う
な
笑
顔
が
咲
き
続
け
て
い
ま
し

た
。�

�
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　深浦町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定により、平成30年４月１�

日における深浦町人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します。�

深浦町人事行政の運営状況の概要�

1　任免及び職員数に関する状況�1　任免及び職員数に関する状況�

（1）定　数�
　①　職員数の状況�

　　　　平成30年４月１日における部門別職員数及び退職者数並びに新採用者数等�

区分�

部門�

職員数�
H29.4.1

一
般
行
政
部
門
�

特
別
行
政
部
門
�
公
営
企
業
等
会
計
部
門
�

議　　会�
総　　務�
税　　務�
民　　生�
衛　　生�
労　　働�
農林水産�
商　　工�
土　　木�

２�
４６�
１０�
８�
２�
１�
１５�
７�
８�

７�
　　６�
　　２�
　１９�

　９９�

　１３�

　１３�

３４�

１４５�

職員数�
H30.4.1

２�
　４４�
　　９�
　　６�
　　２�
　　１�
　１４�
　　７�
　　８�

９�
　　６�
　　３�
　１９�

　　９３�

　１３�

　１３�

３７�

１４３�

対前年�
増減数�

０�
△２�
△１�
△２�
０�
０�
△１�
０�
０�

２�
０�
１�
０�

△６�

０�

０�

　３�

△３�

主な増減理由�

�
業務内容の見直しによる減�
業務内容の見直しによる減�
業務内容の見直しによる減�
�
�
業務内容の見直しによる減�

診療所新設による増�
�
業務量増加による増�

[参考：類似団体の職員数（修正値）108]�

�

[参考：類似団体の職員数（修正値）16]

�

定員適正化計画に基づく減�

小　　計�

教　　育�

小　　計�

病　　院�
水　　道�
下 水 道�
そ の 他�

小　　計�

合　　  計�

※　職員数に、青森県後期高齢者医療広域連合派遣１人、つがる西北五広域連合派遣１人、消防事務組合出向�
　６人、衛生処理組合出向２人及び再任用者４人は含まない。�
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2　給与、勤務時間その他の勤務条件の状況�2　給与、勤務時間その他の勤務条件の状況�

（1）給　与�
　①　給与の定め方�

　職員の給与は、国の人事院勧告並びに青森県人事委員会の勧告を基本に、他の地方公共団体との均衡に
配慮しながら、町議会の審議を経て条例で定められています。�

　②　給与のあらまし�
　平成30年４月１日における給与の状況については、次のとおりです。�

ア　人件費の状況（平成29年度普通会計決算）�

イ　職員給与費の状況（平成30年度普通会計予算）�

住民基本台帳人口�
（29年度末）�

8,359人�

歳出額Ａ�

7,467,345千円�

実質収支�

102,171千円�

人件費Ｂ�

1,023,850千円�

人件費率�
Ｂ／Ａ�

13.7%

職員数Ａ�

110人�

給　　与　　費�

給　　料�

404,913千円�

職員手当�

47,600千円�

期末・勤勉手当�

159,097千円�

計　Ｂ�

611,610千円�

一人当たり�
給与費Ｂ／Ａ�

5,560千円�

ウ　平均給料、平均給与及び平均年齢の状況�

平均年齢�平均給与月額（円）�平均給料月額（円）�

１　職員手当には退職手当、児童手当を含まない。�
２　給与費は当初予算に計上された額である。�
�

　【期末・勤勉手当】　民間企業のボ－ナスに当たる手当です。�

区　分�

304,729円�

当該職員なし�

306,231円�

当該職員なし�

42.0歳�

当該職員なし�

一般行政職�

エ　初任給の状況�

オ　経験年数別平均給料の状況�

２年後の給料�初任給�区　分�

大 学 卒 �

高 校 卒 �

大 学 卒 �

短 大 卒 �

179,200円�

147,100円�

209,200円�

197,100円�

191,100円�

155,500円�

219,000円�

210,500円�

一般行政職�

技能労務職�

看護保健職�

１級�

２級�

３級�

４級�

５級�

６級�

区　分�

カ　一般行政職の級別職員数の状況�

区　分�

一般行政職�
大 学 卒 �

高 校 卒�

経験年数10年�

245,950円�

207,600円�

経験年数15年�

279,180円�

251,400円�

経験年数20年�

338,733円�

290,100円�

標準的な職務内容�

主 事 ・ 技 師�

主　　　　　査�

係長・主任主査�

課長補佐・主幹�

課 長 ・ 参 事�

総務課長・理事�

職員数（人）� 構成比（％）�
参考（過去の構成比�
１年前（％）�

22�

9�

13�

51�

9�

7

19.8�

8.1�

11.7�

46.0�

8.1�

6.3

20.5�

3.6�

19.6�

42.0�

13.4�

 0.9

キ　職員手当の状況�

平成29年度�
支給割合�

深浦町職員� （参考）国家公務員�

期末手当�

1.175月分�

1.325月分�

2.500月分�

0.775月分�

0.925月分�

1.700月分�

1.225月分�

1.375月分�

2.600月分�

0.850月分�

0.950月分�

1.800月分�

勤勉手当� 期末手当� 勤勉手当�

６月期�

12月期�

合　計�

　算定基礎額には、職制上の段階や職務の級等による加算措置（５～15％）があります。�
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開始時刻�

8：15

終了時刻�

17：00

休憩時間�

12：00～13：00

勤務時間�

7時間45分�

　【退職手当】�

　【時間外勤務手当】�

　　正規の勤務時間以外に勤務を命じられた場合に支給されます。�

深　浦　町�

（支給率）�
勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�

その他の加算措置�

自己都合�
19.6695月分�
28.0395月分�
39.7575月分�
47.7090月分�

定年前早期退職特例措置�

自己都合早期・定年�
24.586875月分�
34.582500月分�
47.709000月分�
47.709000月分�
2～45％加算�

ク　特別職の給料・報酬等の状況�

　町長や町議会議長など特別職の給料・報酬等は次のとおりです。�

　平成30年4月1日における職員の通常の勤務時間は、次のとおりです。�

支給実績（29年度決算）� 4,511千円�
支給職員１人当たり平均支給年額�

（29年度決算）�
35千円�

区　　分�

町　長�

副町長�

議　長�

副議長�

議　員�

給料月額等�

取得者実人数�

期末手当�

686,000円�

572,000円�

266,000円�

229,000円�

218,000円�

（29年度支給割合）�
2.90月分�

（29年度支給割合）�
3.00月分�

給
料
�

報
酬
�

特別職の報酬等の状況（平成30年４月１日現在）�

（2）勤務時間の状況�

総付与日数Ａ�

種　類�
取得実績（延べ）�

時間数（時間）�日数（日）�
取得者実人数�
（人）�

付与日数�
（概要）�

5,529日�

総取得日数Ｂ�

1,582日�

対象職員数Ｃ�

145人�

平均取得日数�
Ｂ／Ｃ�

10.9日�

消化率Ｂ／Ａ�

28.62％�

　職員の休暇には、年次休暇、病気休暇、特別休暇及び介護休暇がありますが、それらの取得状況につい�

ては、次のとおりです。�

①　年次休暇の取得状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H29.1.1～H29.12.31）�

（3）休　暇�

②　病気休暇の取得状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H29.1.1～H29.12.31）�

22人�

日数�

119日�

時間数�

74時間�

取得実績（延べ）�

③　特別休暇の取得状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H29.1.1～H29.12.31）�

産 前 休 暇 �
�

産 後 休 暇�

配偶者出産休暇�

服 忌 休 暇�

子の看護休暇�

夏 季 休 暇�

短期介護休暇�

8週間（多胎妊娠は14週間）�
以内で申し出た期間�

8週間まで�

2日以内�

１日～連続10日�

５日以内�

４日以内�

５日以内�
（要介護者２人以上の場合 10日以内）�

�

1�
�

1�

2�

19�

5�

144�

2

56�
�

56�

2�

59�

17�

533�

3
�

�

0
�
�

0�

10�

―�

41�

―�

0



区　分�

基本研修�
�

庁内研修�

修了者数�

34�
�

79�

113

主な科目�

新採用者研修、主査研修、主査第２部研修、主幹研修、管理者入門研修、�
市町村課長級研修�

人事評価者研修、不当・難クレーム対応研修�

�
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3　分限及び懲戒の状況�3　分限及び懲戒の状況�

4　服務の状況�4　服務の状況�

（1）分限処分の状況�

（1）職務専念義務の免除を認めている例の概要�
　地方公務員法第35条の規定により職員は職務に専念する義務を有していますが、研修を受ける場合や厚
生に関する計画の実施に参加する場合等のときは、職務専念義務の免除を認めています。�

（2）営利企業等の従事制限の許可基準及び許可状況�
　職員が営利企業等に従事する場合には、地方公務員法第38条の規定に基づき任命権者の許可を得る必要
がありますが、その場合の許可基準は、深浦町職員の営利企業等の従事制限に関する規則で定めています。�

（2）公務災害及び通勤災害の発生状況�
　平成29年度における公務災害発生件数は１件、通勤災害の発生件数はありませんでした。�

（2）勤務成績の評定の実施状況�
　地方公務員法では、職員の任用は、受験成績、勤務成績その他の能力の実証に基づいて行わなければな
らないこととされています。�
　職員の昇任、昇格、配置などを適切に行い、職員の能力や業績などをより適切に評価するため、人事評
価制度を導入しています。�

5　研修及び勤務成績の評定の状況�5　研修及び勤務成績の評定の状況�

（1）職員研修の状況�

6　福祉及び利益の保護の状況�6　福祉及び利益の保護の状況�

（1）定期健康診断の実施状況�

（平成29年度）�

種　類�

免　　職�

降　　任�

休　　職�

降　　給�

処分件数�

―�

―�

１�

―�

処分の内容�

職員の意に反してその職を失わせる処分�

現に有している職より下位の職に任命する処分�

職を保有させたまま一定期間職務に従事させない処分�

現在の給料の額より低い額の給料に決定する処分�

（2）懲戒処分の状況� （平成29年度）�

種　類�

免　　職�

停　　職�

減　　給�

戒　　告�

処分件数�

―�

―�

―�

―�

処分の内容�

制裁として、職員の意に反してその職を失わせる処分�

制裁として、一定期間職務に従事させない処分�

一定期間、給料の一定割合を減額して支給する処分�

規律違反の責任を確認し、その将来を戒める処分�

（平成29年度　単位：人）�

計�

　職員に対する平成29年度の定期健康診断の実施状況については、次のとおりです。�

検診の種類�

職員総合検診�

人間ドック�

検査項目�

胸部エックス線検査、尿検、血圧、心電図等�

１日ドック�

脳ドック�

受診者数�

49人�

57人�

24人�

�

備　　考�

人間ドック受診者を除く。�

さらに詳しい内容は、町ホームページでご覧いただけます。�
http://www.town.fukaura. lg.jp　　トップページ＞各課のご案内＞総務課＞公表資料（行政係）�
�



幼少期、十二湖「青池」を訪れたことも�
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地域住民とともに歩む地域住民とともに歩む�地域住民とともに歩む�

　
８
月
27
日（
月
）、
町
長
室
に
お

い
て
深
浦
診
療
所
長
と
し
て
着
任

し
た
吉
岡
秀
樹
医
師（
53
歳
）に
、

吉
田
町
長
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
勤
務
す
る
山
田
悦

輝
医
師
、
鈴
木
紀
行
医
師
と
協
力

し
て
、
町
民
の
診
察
に
あ
た
り
ま

す
。�

　
今
回
、
吉
岡
医
師
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。�

　医
者
に
な
ろ
う
と
し
た
き
っ
か
け�

　
中
学
校
１
年
生
の
時
に
、
五
戸
町

の
広
報
に
「
医
者
に
な
り
た
い
」
と

い
う
文
章
を
書
き
ま
し
た
が
、
確
固

た
る
意
志
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

（
こ
う
書
け
ば
周
囲
が
喜
ぶ
だ
ろ
う

と
い
う
忖
度
的
文
章
で
す
）。�

　
高
校
時
代
に
、
入
学
金
・
授
業
料

免
除
の
う
え
に
、
生
活
費
の
一
部
も

支
給
し
て
く
れ
る
と
い
う
「
自
治
医

科
大
学
」
の
存
在
を
知
り
、
親
か
ら

出
来
る
だ
け
自
立
し
た
い
と
考
え
た

の
が
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
で
す
。�

�

　な
ぜ
深
浦
町
に
き
て
く
れ
た
の
か�

　
豊
か
な
山
々
、
美
し
い
海
、
美
味

し
い
食
べ
物
、
興
味
深
い
歴
史
が
、

私
を
惹
き
つ
け
ま
し
た
。�

�

　趣
味
や
特
技�

　
医
者
に
な
っ
て
か
ら
（
特
に
海
外

に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
）
は
頻

度
は
減
り
ま
し
た
が
、
山
登
り
や
カ

ヤ
ッ
ク
を
や
っ
て
い
ま
す
。
水
泳
も

好
き
で
す
。
紙
細
工
も
好
き
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
好
き
で
す
。�

　
せ
っ
か
く
津
軽
地
方
に
住
む
の
で

津
軽
三
味
線
を
習
い
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
ど
な
た
か
教
え
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？�

�

　町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

　
町
民
の
皆
様
か
ら
学
び
な
が
ら
誠

実
に
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

病
気
の
こ
と
・
健
康
の
こ
と
・
生
活

習
慣
の
こ
と
な
ど
、
些
細
な
こ
と
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
深
浦

町
民
の
一
員
と
し
て
生
活
も
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て�

　
町
長
と
の
懇
談
の
中
で
、
吉

岡
医
師
は
海
外
勤
務
も
あ
り
、

そ
の
国
々
で
患
者
を
診
て
き
ま

し
た
。
様
々
な
患
者
が
い
る
中

で
の
診
療
・
治
療
は
自
分
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
た

と
い
い
ま
す
。
優
し
い
語
り
口

で
、
温
厚
な
人
柄
が
伝
わ
っ
て

く
る
吉
岡
医
師
。
お
話
を
伺
っ

て
み
る
と
、
患
者
が
持
つ
健
康

へ
の
不
安
を
取
り
除
い
て
く
れ

そ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
を
も

っ
と
笑
顔
に
、
吉
岡
医
師
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

町長と懇談する吉岡秀樹医師（右）�
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追
良
瀬
牧
場
で
木
造
高
校
深
浦
校
舎

の
１
年
生
と
２
年
生
の
３
人
が
、
８
月

27
日
か
ら
３
日
間
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。�

　
仕
事
の
内
容
は
、
牛
に
や
る
餌
を
運

ん
だ
り
、
ワ
ラ
や
食
べ
か
す
の
掃
除
な

ど
普
段
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
し

て
い
ま
し
た
。
ワ
ラ
が
肌
に
触
れ
る
と

か
ぶ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
長
袖
長
ズ
ボ

ン
で
作
業
を
し
て
い
て
と
て
も
大
変
そ

う
で
し
た
。�

　
牛
を
扱
う
う
え
で
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
永
谷

愛
翔
君
は
、
「
牛
に
近
づ
く
と
き
は
驚

か
さ
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
近
づ
く
よ

う
に
し
て
い
る
」
と
、
話
し
て
い
ま
し

た
。
松
岡
大
翔
君
は
、
「
動
物
を
育
て

る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
変
か
分
か
っ

た
」
と
、
今
回
の
活
動
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
し
た
。�

（
文
責
‥
前
田
朋
希
）�

　
今
年
の
木
造
高
校
深
浦
校
舎
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
８
月
27
日
か
ら
29

日
ま
で
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
う
ち
、
追
良
瀬
牧
場
で
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
た
３
人
は
、

臭
い
を
気
に
せ
ず
に
黙
々
と
作
業
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
作
業
を
し
て
い
た
山

本
善
楓
君
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
牛
に
触
れ
た
こ
と
や
餌
や
り
な
ど
貴

重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
で
も

餌
を
や
っ
て
も
少
し
残
す
の
が
残
念
で

す
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
こ
の
体
験
を
将
来
ど
の
よ
う

に
生
か
し
た
い
か
と
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

「
牛
糞
を
片
づ
け
た
り
す
る
の
に
身
に

着
け
た
体
力
や
忍
耐
力
を
生
か
し
、
将

来
の
仕
事
に
役
立
て
て
い
き
た
い
」
と
、

話
し
再
び
作
業
を
一
生
懸
命
行
っ
て
い

ま
し
た
。
彼
の
一
生
懸
命
作
業
す
る
姿

を
見
て
、
私
も
残
り
の
日
数
を
今
ま
で

よ
り
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。�

（
文
責
‥
平
沢
大
将
）�

木造高校深浦校
舎�

左：平沢大将さ
ん（２年）�

右：前田朋希さ
ん（２年）�

インターンシッ
プで

インターンシッ
プで�

　　　　　取材
しました

　　　　　取材
しました�

インターンシッ
プで

インターンシッ
プで�

　　　　　取材
しました

　　　　　取材
しました�インターンシッ
プで�

　　　　　取材
しました�

コミュニティ（宝くじ）助成事業�
助成金で備品を整備しました�
　この事業は、（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報

事業として、地域が行うコミュニティ活動の更なる推進を図るため

の備品等を整備するもので、これにより地域社会の健全な発展と住

民福祉の向上が期待されます。�

　このほど、平成30年度コミュニティ助成事業に採択された５区

自治会が、地域のイベントや清掃活動で使用する備品を、宝くじの

助成金で整備しました。�

□問合せ先　総合戦略課　企画調整係　　TEL　７４－２１２２�

●音響設備（PA用スピーカー）�

●テント大・小：各２張�

●ミーティングチェア：100脚�

●刈払機：２台�

●掃除機：２台�

五区自治会�
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深浦町総合戦略課　企画調整係�
電話　74－2122�

みなさんの身近な話題・行事・出来事�
などの情報をお寄せ下さい。�

カメラを向けると手をあげてくれた藤田さくらさん�

子どもたちは元気いっぱい！�

　藤田さくらさんは１９１８年（大正７）年、旧大戸瀬村岩坂

生まれ。１９３９年に夫長三郎さんと結婚し子ども１０人、孫

６人、ひ孫４人に恵まれました。�

　毎日白いほっかぶりをして農作業をしていた藤田さん。家族

のため、地域のために働きました。�

　吉田町長は、「８月１５日は終戦記念日で、いろんな糧とな

った日。そして弘前の桜も今年で１００周年。さくらさんとい

う名前もとても素晴らしく、ご縁のあるご長寿です。これから

も元気で長生きしてほしい」とお祝いの言葉を述べました。�

　藤田さんは、恥ずかしがっていたようでしたが、皆さんの前

で「ありがとう」と手を合わせ、感謝の気持ちを表していました。�

　深浦子どもねぶた世話人連絡委員会に

よるねぶた運行が行われ、深浦地区中心

街を練り歩きました。�

　そのうち１２区・東野ねぶた愛好会は日が照り立っ

た日中に運行。子供たちは暑さにも負けず、大きな掛

け声でねぶたを引っ張り、沿道の人からの声援に応え

ていました。�

　今年は合同運行はありませんでしたが、各地区が制

作した自慢の深浦ねぶたは深浦地区全体を賑やかに、

そして夏の伝統行事として盛り上がりを見せていまし

た。�
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これからも平和でありますように�

おはようございます!!

　医療法人敬生会「しらかみのさと」から、医療や福祉の発展

に役立ててくださいと、４４，６５０円の寄附をいただきまし

た。�

　この寄附金は、町の福祉サービスの向上に役立てられます。�

　ありがとうございました。�

　町出身の戦没者を追悼し、恒久の平和を祈

念する深浦町平和祈念祭が、町民文化ホール

で行われました。�

　式典には、関係者や遺族の方々など約８０名が出席。君

が代斉唱後、戦没者へ黙祷が捧げられました。�

　その後、吉田町長が「最愛の人を奪われた遺族の痛惜の

念を風化させないことが私たちの使命であり、明日を生き

る世代に伝えていきたい」と、追悼のことばを述べました。�

　参列者は一人ひとり献花をし、戦争のない平和な社会を

祈念しました。�

　青森県では、地域全体で子どもを

見守る環境づくりを進めており、そ

の一環として「朝のあいさつ運動」が町内の各小

学校で行われています。このうち、深浦小学校（草

創文人校長）では運営委員会の児童９人が中心と

なり、７時３０分頃から玄関前で全校生徒とさわ

やかな挨拶を交わしました。運営委員の五十嵐唯

斗君（５年）は５時３０分に起きて、万全の体調

で学校へ登校。大きな声で挨拶する姿は、周りの

児童をも元気にしていました。�

　次回の「朝のあいさつ運動」は１１日１日から

７日まで。深浦小学校では、保護者や地域住民に

も積極的な参加を呼び掛けています。�

越前常務理事（左）�

大切な御縁をいただいたお客様に�～ありがとう～�と言われる仕事を心掛けています。�
ご用命は �

任せて安心の�

家族葬から一般葬・社葬まで�

ご予算に応じた御葬儀を�

提案・施工いたします。�

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ �

「一般貨物自動車運送事業（霊柩）�第�４�９�７�号」 �

厚生労働省認定�

１級葬祭ディレクター在籍店�

FAX：74‐4546電話�電話�（７４）４５３６�365日・24時間受け付けております。�
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■平成２９年度ふるさと納税の実績�
　平成２９年度の寄附件数は５５６件で寄附金額は１，３

７４万８千円となり、全国３７の都道府県からご寄附をい

ただきました。都道府県別では、東京都が１８８件の寄附

件数で４８８万円と最も多く、続いて神奈川県、千葉県と

なっています。�

■平成２９年度のお礼品一番人気は「天然本マグロ」�
　１万円以上の寄附をいただいた方にはお礼品を進呈して

いますが、一番人気は「天然本マグロ」で、全体の２２．

８％と最も多く、次いで「ふかうら雪人参」が１８．２％、

「雪人参ジュース」が１３％、「つるつるわかめ」、「雪

人参ビーフシチュー」、「鮮魚セット」、「深浦牛」と

様々な品が続きます。�

■町の魅力を発信できるお礼品を募集しています�
　町では１万円以上の寄附をいただいた方へのお礼品とし

て、今年度から新たに久六島産さざえ・あわびセットや深

浦町観光協会との共同企画として黄金崎不老ふ死温泉、ウ

ェスパ椿山、アオーネ白神十二湖の宿泊券などを追加しま

した。�

※応募に関する詳細は総合戦略課までお問合せください。�

■選べる６つの使い道�
　当町に対するふるさと納税は、寄附者が次の�

６つの使い道から指定することができます。�

①教育・文化に関する施策�

②産業振興に関する施策�

③観光振興に関する施策�

④自然保護に関する施策�

⑤福祉に関する施策�

⑥白神岳避難小屋修復プロジェクト�

※白神岳避難小屋修復プロジェクトの詳細は次ページを参照ください。�
�

●ふるさと納税の申込方法�
①申込書を利用する場合は、申込書に必須事項を記入し、郵送やＦＡＸ、またはＥメールで申込ください。�

申込書は、郵送のほかホームページからもダウンロードできます。�

深浦町ホームページ　http://www.town.fukaura. lg . jp/�

②インターネットで申込みする場合は、ふるさと納税ポータルサイト�

　「ふるさとチョイス」からお申込みください。�

ふるさとチョイス　http://www.furusato-tax. jp/japan/prefecture/02323�
�

■申込・問合せ先�

総合戦略課　　ＴＥＬ　０１７３-７４-２１２２�

　　　　　　　ＦＡＸ　０１７３-７４-４４１５�

　　　　　　　メール　furusato_nouzei@town.fukaura.lg.jp

　ふるさと納税とは、故郷はもちろん、応援したい自治体を自由に選んで寄附するこ

とができ、寄附金額のうち２，０００円を超える分が所得税と住民税から控除（一定

の上限あり）される制度です。�

東京�
33.8％�

神奈川�
10.0％�千葉�

7.7％�

埼玉　5.2％�

大阪　5.2％�

その他�
37.9％�

【納税の実績】�

天然本マグロ�
22.8％�

その他�
21.2％�

【お礼品】�

雪人参�
18.2％�

雪人参�
ジュース�
13.0％�

つるつるわかめ　7.8％�

雪人参ビーフ�
シチュー　6.3％�

鮮魚セット　4.1％�

深浦牛　3.1％�

酒　3.0％�
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～修復費用ご寄附のお願い～～修復費用ご寄附のお願い～�～修復費用ご寄附のお願い～�

多くの登山者の命を守ってきた白神岳避難小屋�

山頂の厳しい風雪にさらされ、腐食が著しい避難小屋の壁�

白神岳避難小屋修復プロジェクト�

登山者の安全を守るため登山者の安全を守るため�
腐食が進む避難小屋を修復したい腐食が進む避難小屋を修復したい�

登山者の安全を守るため登山者の安全を守るため�
腐食が進む避難小屋を修復したい腐食が進む避難小屋を修復したい�

登山者の安全を守るため�
腐食が進む避難小屋を修復したい�

◆寄附方法　総合戦略課、岩崎支所、大戸瀬支所のいずれかに現金をご持参ください。�

◆目標金額　５００万円　※修復に１，０００万円以上を見込んでいます。�

◆募集期間　平成３０年９月１５日～平成３１年３月３１日�

◆氏名掲示　避難小屋の内部に設置する寄附者名板に、ご芳名を掲示して顕彰します。�

■問合せ先　総合戦略課食産業振興係　　ＴＥＬ　０１７３－７４－２１２２�

　白神山地は、１９９３年に屋久島とともに日本初の

世界自然遺産に登録され、今年で２５周年になります。

白神岳山頂付近に建っている避難小屋は、世界自然遺

産登録前の１９８５年に旧岩崎村の有志が中心となっ

て寄附を呼びかけ、山を愛する多くの人々の寄附によ

って建設されました。�

　当時、山頂からの美しい景色が人気となって登山者

が増える一方で、日本海から切り立った白神岳は気象

の変化が激しく遭難事故が目立つようになったことが

きっかけです。�

　以来、地元有志により維持管理されてきましたが、

白神山地が世界自然遺産に登録されたことで登山者が

大幅に増え、２００５年に深浦町に寄贈されました。�

　奇しくも、その年は近年にない大雪に見舞われ、雪

が解けた春に小屋を確認したところ建物を支える脚柱や屋根が大破しているのが見つかり、建設以来の大

修理を行いました。�

　このように、多くの登山者の生命を守ってきた避

難小屋ですが、青森県産ヒバの丸太で組木された外

壁や内部が、長年の厳しい風雪で激しく腐食して、

再び修復が必要となっています。�

　深浦町では、登山者の生命を守るために建設費用

を寄附された先人たちの想いと、世界自然遺産が地

域に存在することの誇りを末永く後世に伝えていき

たいと考え、来年度、修復工事を計画しています。�

　しかし、この修復には資材を運ぶためのヘリコプ

ターチャーター費など多額の費用を必要とします。�

　ふるさと納税制度を活用して全国の皆さんにご寄

附を呼びかけるとともに、町民の皆さんにも修復に

ご協力いただきたく、ご寄附をお願い申し上げます。�

　町民の皆さんは、ふるさと納税制度の対象外とな

りますが、特定寄附金（地方自治体への寄附金）は確定申告を行うことで、所得税及び復興特別所得税が

還付される場合があります。�

・個人が特定寄附金を支出したときは、寄附金控除として所得金額から差し引かれます。寄附金控除は、

次の算式で計算されます。�

　（その年中に支出した特定寄附金の額の合計額）－（２千円）＝（寄附金控除額）�

　※この寄附金の額の合計額は、所得金額の４０％相当額が限度です。�

�
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■応募・問合せ先　　深浦町役場総合戦略課　企画調整係�
　　　　　　　　　　〒038-2324　深浦町大字深浦字苗代沢84-2�
　　　　　　　　　　TEL　74－2122　　FAX　74－4415�
　　　　　　　　　　Eメール　kouhou@town.fukaura.lg.jp

　町では、２０１６年の町村合併１０周年記念を契機に、毎年カレンダーを作成してお

り、今年作成する２０１９年版カレンダーに掲載する写真を募集します。�

　皆さんが撮影した深浦町のお気に入りの夕陽や絶景スポット、鉄道写真等作品のジャ

ンルは問いません。たくさんの応募をお待ちしています。�

�

■採用枚数　　各月１枚、合計１２枚�

■募集期間　　１０月５日（金）まで�

　　　　　　　（当日消印有効）�

■応募作品�

・過去３年以内に深浦町の魅力ある風景やイベ

ントなどを横位置で撮影したもので、日付の

入っていないもの�

・ｊｐｇのファイル形式のデジタルデータで画

像サイズが３，０７２×２，０３４ピクセル以

上のもの�

■応募上の注意�

・応募作品は発表済みのものも可能です。ただし、

作品の著作権が撮影者に帰属しているものに

限ります。�

・応募作品は返却しません。�

・応募作品はお一人様３点までとします。�

・採用された作品写真タイトル、撮影場所、住所氏名等を掲載します。�

・全体のバランスを考慮し、写真のトリミングを行う場合があります。�

・採用作品は、深浦町のＰＲ等に使用させていただく場合があります。�

・個人情報は本事業以外に使用することはありません。�

■応募方法�

　写真タイトル、撮影場所、撮影年月及び撮影者の氏名、連絡先等が分かるようにし、

ＣＤ－Ｒ等にデジタルデータで保存して持参、郵送またはＥメール等でご応募くださ

い。�

■選考基準�

　これまでに作成したカレンダーへの掲載写真や全体の構成を考慮の上、関係部署と

協議の上選考します。�
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深浦町食生活改善推進員会の深浦町食生活改善推進員会の�深浦町食生活改善推進員会の�地産地消レシピ地産地消レシピ�地産地消レシピ地産地消レシピ�地産地消レシピ�

秋野菜を食べて夏の疲れをとりましょう!!

●材　　料（2人分）�

ナス　１本、トマト　１個、豚ひき肉　５０ｇ、ピザ用チーズ　３０ｇ�

味噌　大さじ１／２、みりん　大さじ１、サラダ油　大さじ１／２�

●作 り 方�

①ナスは皮ごと乱切りにして水にさらし、トマトはヘタを取っていちょう切りにします。�

②フライパンにサラダ油を熱してひき肉をパラパラになるまで炒め、ナスを加えて炒め合わせ、味噌・み

りんを加えて炒め合わせます。�

③ナスがしんなりしたらトマトを加えて混ぜ合わせ、ピザ用チーズを上にちらし、蓋をしてチーズが溶け

たら出来上がりです。�

●ポイント�

　秋ナスの鮮やかな紫色をした皮にはナスニンというアントシアニン系の色素が含まれており、目の疲労

や視力の回復、活性酵素の働きを抑制してガン予防、動脈効果や高血圧を予防するという効果があるとい

われており、皮をむかずにそのまま調理することをお勧めします。�

�

�

�

●材　　料（2人分）�

ナス　１本、みょうが　２個、塩　少々、かつお節　小１袋、ポン酢　大さじ１�

●作 り 方�

①ナスを薄切りにして水にさらし、水からあげて塩をふって混る。みょうがはみじん切りにします。�

②塩をふったナスを絞って、みょうが・ポン酢と混ぜ合わせて盛り付けし、最後にかつお節をのせて出来

上がりです。�

●ポイント�

　みょうがの独特な香りは、アルファピネンという成分が含まれ、発汗・呼吸・血液の循環などの機能を

促す作用があります。また、ホルモンバランスを整える作用もあるため、美肌・生理不順・更年期障害・

生理痛を和らげる効果も期待されます。�

　薬味・味噌汁・サラダ・天ぷら・甘酢漬けなど、幅広く利用しましょう。�

　秋の野菜はビタミン、ミネラル、食物繊維が豊富で夏の疲れをとる働きがあり、冬に備えたからだ作

りに役立つといわれます。食べすぎには注意し、秋の食材をうまく取り入れて寒い冬に備えましょう。

秋に旬を迎える代表的な野菜類は、秋ナス、みょうが、かぼちゃ・チンゲン菜・ブロッコリー・レンコ

ンなど、芋類では、サツマ芋・じゃが芋、里芋など、きのこ類では、舞茸・しめじ・しいたけなどです。�

　今回は、「秋ナスは嫁に食わすな」という語源があるほど、秋ナスが美味しい時期ですので、秋ナス

を使ったメニューを紹介します。�

ナスとトマトの味噌チーズ焼き�

ナスとみょうがの和え物�

豆知識�
「秋ナスは嫁に食わすな」本当はどんな意味？�
　一般的によく使われている解釈は「秋ナスはとても美味しいので嫁に食べさせる

のはもったいない」という姑さんの意地悪な気持ちを表しているというもの。�

　一方で「夏野菜のナスには体を冷やす働きがあり、涼しくなってきた秋にナスを

食べて出産を控えたお嫁さんの体が冷えすぎないように」という、姑さんの優しさからの言葉だという

ものです。�

　この秋ナスにまつわる“嫁いびりの意地悪姑”と“嫁を気遣う優しい姑”、どちらの説が正しいとは

言えませんが、まったく逆の意味になっていることが面白いですね。�
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新しく来たＡＬＴ（外国語指導助手）を紹介します!!新しく来たＡＬＴ新しく来たＡＬＴ（外国語指導助手）（外国語指導助手）を紹介しますを紹介します!!新しく来たＡＬＴ（外国語指導助手）を紹介します!!

　自分の体力は、年相応なのか、それとも衰

えているのだろうか、一度体力測定をしてみ

てはいかがでしょうか。�

　測定は、年齢別に握力、腹筋、前屈のほか、

反復横跳び、６分間歩行などを行ないます。�

　１０月下旬、町内の体育施設を会場に開催

を予定しております。近くなりましたら、広

報等でお知らせいたしますので、昨年度参加

した方も新規の方も、ぜひご参加ください。�

みなさん、みなさん、ご自分の体力年齢調べてみませんか？ご自分の体力年齢調べてみませんか？�
深浦町民スポーツドッグ深浦町民スポーツドッグ（体力（体力・運動能力調査）運動能力調査）開催のお知らせ開催のお知らせ�

みなさん、ご自分の体力年齢調べてみませんか？�
深浦町民スポーツドッグ（体力・運動能力調査）開催のお知らせ�

只今、英語授業に向けて準備中�

　深浦町に新しくALT（外国語指導助手）のケイ

レブ先生が着任しました。今年の８月から町内中

学校の英語の授業で指導助手を務めており、小学

校・保育園を中心に指導するモルウェナ先生と２

人体制となります。�

　この事業は、「語学指導等を行う外国青年招致事

業（JETプログラム）」といい、小中学生の国際感

覚の育成、語学力の向上を目的として実施してい

ます。�

　ケイレブ先生を紹介します。�

WINTERS　CALEB�

　　　　（ウィンターズ　ケイレブ）�

カナダ�

ハイキング、音楽鑑賞、旅行�

ラーメン�

深浦町のALTとして歓迎していただき、ありがとうござい

ます。とても光栄で昨年から楽しみにしていました。�

　日本は特別な国で、人々や文化、食べ物、景色なんかはもう最高です。本当に美しい場所で

す！ここに来ることができて本当に嬉しいです！�

　これからよろしくお願いします！�

長座体前屈測定の様子�
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つがる市森田町森田月見野300-3　つきみの団地37�

TEL 0173－26－4341　携帯 080－6001－1760

五所川原塗装工業会会員�

代　表　藤 田　一 哉�

登録建設塗装基幹技能者�

一級建築塗装技能士�
一級鋼橋塗装技能士�
職 業 訓 練 指 導 員�
外壁アドバイザー�

※１、２カ月先の予約・来年の塗装予約もOK！�

　健康万歩計は、西北五医師会が、�

皆さんが健康で元気に過ごすための�

必要な情報を提供し、ドクターから�

のアドバイスを紹介するコーナーで�

す。　�

山　本　洋　平　�先生�
山本耳鼻咽喉科 院長�

今月のドクター�

難聴について�
　聞こえが悪くなる原因には、大きく分けて二通

りあります。一つは耳の中の音を伝える部分が悪

くなって起こるタイプ（伝音難聴）、もう一つは

耳の中の音を感じる部分が悪くなって起こるタイ

プ（感音難聴）です。伝音難聴を起こす病気には、

風邪を引いた時などに急に耳が痛くなる急性中耳炎、

中耳炎を繰り返すことにより鼓膜に穴が残って耳

漏れを繰り返す慢性中耳炎、綿棒の入れすぎや平

手打ちなどの衝撃で鼓膜が破けてしまう鼓膜外傷、

耳の穴に耳垢が詰まってしまった耳垢栓塞などが

あります。感音難聴を起こす病気には、年ととも

に聞こえの神経の働きが悪くなる加齢性難聴、急

な難聴と共にぐるぐる回るような眩暈を繰り返す

メニエール病、片側の聞こえが突然急に悪くなる

突発性難聴などがあります。�

　これらの難聴を来す病気は適切な時期に治療を

受ける事で聞こえが改善する場合が多いのですが、

気をつけていただきたいのは発症してから時間が

経ちすぎてしまうと治りにくくなる病気がある事

です。代表的なのは突発性難聴で、その名の通り

或る日突然、急に聞こえが悪く感じたり、耳鳴や

トンネルに入った時のような詰まった感じが出現

したりします。発症して２週間程度であれば、難

聴の程度にもよりますが治療によって聞こえが回

復する可能性が高いのですが、２週間を越えると

急激に改善率が低下してしまいます。このような

症状を感じた時はなるべく早めに医療機関を受診

されることをお勧めします。�

　年齢による変化で徐々に聞こえが低下していく

のが加齢性難聴です。病気ではありませんので、

残念ながら治療によって聞こえが良くなることは

ありません。しかし、ある程度難聴が進行すると

日常生活に大きな影響を及ぼすようになってしま

います。会話がうまく出来なくなるため、引きこ

もりぎみになって外界との刺激が少なくなります。

刺激が少なくなると脳の働きはどんどん低下して、

認知症を発症するリスクも高まってしまうのです。

その為、本人はもちろん周囲の人も聞こえが悪い

と感じられるようでしたら、補聴器の装用を積極

的に考えたほうがよいでしょう。補聴器は使い始

めの頃は違和感が強く、こまめな調整が必要なの

であまりよく聞こえないと感じられる方もおられ

ます。しかし適切な調整が完成し、補聴器の聞こ

えに慣れてきますと徐々に効果が実感できるよう

になります。また補聴器には様々な形状、性能、

価格のものが存在します。どの機種が合っている

のか、試聴を繰り返しながら色々と相談して検討

してみるのがよいと思います。�
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D
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ガ
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校
閲
ガ
ー
ル
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eliciou
s tim

e

校
閲
ガ
ー
ル
の�

第５回�

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担

当
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を

美
味
し
く
可
愛
く
紹
介
し
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。�

�����������

　
今
回
訪
れ
た
の
は
、
Ｊ
Ｒ
十
二
湖

駅
の
向
か
い
に
あ
る「
静
観
荘
綱
元
」。

こ
ち
ら
の
お
店
自
慢
の
「
お
ま
か
せ

定
食
」
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
店
内
に
入
る
と
、
厨
房
の
奥
か
ら

元
気
な
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
さ
っ
そ

く
、
お
店
自
慢
の「
お
ま
か
せ
定
食
」

を
注
文
し
ま
し
た
。
少
し
し
て
運
ば

れ
て
く
る
と
、
「
わ
あ
、
す
ご
い
！
」

と
思
わ
ず
声
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
鉢
が
た
く
さ
ん
並
び
、
イ
カ
刺
し
、

ヒ
ラ
メ
の
刺
身
、
ブ
リ
の
か
ら
揚
げ
、

サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
と
い
っ
た
主
役

級
の
品
が
ズ
ラ
リ
。
ご
飯
は
セ
ル
フ

で
、
食
べ
た
い
分
盛
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ブ
リ
の
か
ら
揚
げ
を
一
口
い

た
だ
く
と
、
外
は
カ
リ
ッ
と
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
、
中
は
ふ
わ
ふ
わ
な
身
が
ご
飯

を
進
ま
せ
ま
す
。�

　
「
お
ま
か
せ
定
食
」
は
、
そ
の
日
獲

れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
使
用
し
て
お
り
、

地
元
の
食
材
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
天
候
に
よ
っ
て
提
供
で
き
る
魚
が

変
わ
っ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
も

お
店
の
醍
醐
味
。
お
店
の
お
母
さ
ん
の

元
気
と
優
し
い
笑
顔
は
、
ず
っ
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、
食
事
処
か
ら
深
浦
方
面
へ
車

で
５
分
ほ
ど
向
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
「
静

観
荘
」
と
い
う
温
泉
宿
も
経
営
し
て
い

ま
す
。
静
観
荘
は
「
源
泉
か
け
流
し
」

の
秘
湯
と
し
て
フ
ァ
ン
も
多
く
、
と
っ

て
も
良
か
っ
た
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん

聞
く
と
の
こ
と
で
す
。�

　
夏
も
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
肌
寒
く
な

る
季
節
。
静
観
荘
綱
元
で
お
腹
い
っ
ぱ

い
、
静
観
荘
で
ポ
カ
ポ
カ
に
、
秋
の
訪

れ
と
と
も
に
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
い
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
♪�

�

◆
店
舗
情
報�

　
静
観
荘
綱
元�

　
　
　
（
松
神
字
下
浜
松
33
‐
５
）�

　
1
77
‐
２
０
１
８�

※
天
候
に
よ
り
メ
ニ
ュ
ー
が
変
更
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
静
観
荘
（
岩
崎
字
平
舘
７
‐
４
）�

　
1
77
‐
２
４
１
１�

���

体
験
入
学
実
施�

　
深
浦
校
舎
で
は
中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験

入
学
を
、
８
月
２
日
（
木
）
に
行
い
ま
し
た
。
町

内
の
中
学
校
か
ら
23
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。�

　
全
体
会
で
は
、
総
合
学
科
の
特
徴
や
部
活
動

に
つ
い
て
動
画
を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。
全

体
会
後
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
模
擬
授
業
を
受

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
理
科
の
模
擬
授
業
で
は
、

本
校
深
浦
校
舎
の
生
徒
が
、
過
酸
化
水
素
の
分

解
に
よ
り
酸
素
を
発
生
さ
せ
る
実
験
を
行
い
ま

し
た
。
実
験
の
補
助
に
あ
た
っ
た
生
徒
た
ち
は
、

「
指
示
を
分
か
り
や
す
く
出
す
こ
と
に
難
し
さ

を
感
じ
た
」
と
教
え
る
こ
と
の
大
変
さ
を
学
ん

だ
よ
う
で
す
。
英
語
の
模
擬
授
業
で
は
、
ド
ラ

え
も
ん
の
秘
密
道
具
を
英
語
で
説
明
す
る
こ
と

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
苦
戦
も
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、

中
学
校
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
少
し
で
す
が

復
習
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？�

　
深
浦
校
舎
の
進
路
指
導
で
は
、
深
浦
校
舎
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
地
域
の
方

々
に
話
を
伺
っ
た
り
、

職
業
体
験
を
行
っ
た
り

す
る
機
会
を
増
や
し
て

い
ま
す
。
ま
た
進
学
指

導
に
お
い
て
も
、
講
習

や
個
別
指
導
を
通
し
て

基
礎
学
力
の
養
成
や
進

学
に
必
要
な
学
力
の
養

成
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
深
浦
校
舎

で
、
「
働
く
」
そ
し
て
「
学
ぶ
」
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？�

�

全
国
Ｓ
Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア�

　
８
月
16
日
（
木
）
〜
19
日
（
日
）
に
か
け
て
三
重

県
で
行
わ
れ
た
「
第
３
回
全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ
Ｐ

交
流
フ
ェ
ア
」
に
、
２
年
次
生
徒
３
名
が
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｂ
Ｐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
に

参
加
し
、
「
マ
グ
ロ
焼
き
」
や
深
浦
校
舎
で
の

Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
た
結
果
、
「
雅
」

賞
と
、
特
別
賞
と
し
て
「
藻
谷
賞
」
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
地
元
で
あ
る
深
浦

町
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
鍛
え
る
こ
と
が
少
し
だ

が
で
き
た
」「
大
勢
の
人

た
ち
の
前
で
発
表
す
る

と
い
う
貴
重
な
経
験
が

で
き
た
」
な
ど
、
自
分

た
ち
の
成
長
を
喜
ん
で

い
る
生
徒
た
ち
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
活
動
に

還
元
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。�

�【
９
・
10
月
の
主
な
行
事
月
の
行
事
予
定
】�

９
月
14
日
（
金
）
　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
遊
歩
道

整
備
②（
予
定
）�

　
　
26
日（
水
）〜
28
日（
金
） 

２
学
期
中
間
考
査�

10
月
２
日（
火
）　
自
動
車
学
校
説
明
会�

　
　
７
日（
日
）　
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ�

　
　
27
日（
土
）　
深
校
祭（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）�

　
　
28
日（
日
）　
深
校
祭（
一
般
公
開
）　�

●おまかせ定食�
　　　　　￥1,000
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じ
ゃ
が
い
も
が
転
が
っ
て
い
く
開
放
感
　
　
　
　
　
浜
　
町
　
闊
　
歩�

合
鍵
が
咄
嗟
に
闇
を
引
き
お
こ
す
　
　
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
信
　
柳�

引
き
際
の
美
徳
忘
れ
た
男
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
豊�

や
っ
か
い
だ
ね
男
の
ロ
マ
ン
な
ん
て
も
の
　
　
　
　
吉
　
田
　
吹
　
喜�

ホ
ッ
ト
さ
せ
淋
し
く
さ
せ
て
娘
が
嫁
ぐ
　
　
　
　
　
山
　
野
　
茶
花
子�

大
任
を
果
た
し
た
後
の
足
袋
を
脱
ぐ
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
磨
　
砂�

九
条
に
包
ま
れ
平
和
謳
歌
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
郷
太
郎�

や
れ
や
れ
の
地
球
は
熱
中
症
気
味
で
あ
る
　
　
　
　
乳
　
井
　
光
　
昭�

人
生
の
機
微
に
た
だ
よ
う
八
十
路
坂
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
か
も
め�

難
関
越
え
桃
源
郷
の
海
に
出
る
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
野
　
力
　
丸�

�

編・集・後・記�
　
９
月
２
日（
日
）、
県
民
駅
伝
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
私
は
、
選
手
た
ち
が
走
る
姿
を

お
さ
え
て
お
こ
う
と
、
第
一
中
継
所
（
合

浦
公
園
）
と
ゴ
ー
ル
と
な
る
陸
上
競
技
場

に
向
か
い
ま
し
た
。�

　
選
手
の
汗
と
涙
、
一
生
懸
命
走
る
姿
を

写
真
に
お
さ
め
た
い
…
。
事
前
に
小
学
校

の
朝
マ
ラ
ソ
ン
で
、
子
ど
も
た
ち
が
走
る

姿
を
ひ
た
す
ら
撮
っ
て
練
習
し
、
カ
メ
ラ

の
モ
ー
ド
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
も
Ｏ

Ｋ
！
準
備
万
端
で
い
ざ
出
陣
！
だ
っ
た
の

で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
壁

に
阻
ま
れ
、
撃
沈
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
直

前
の
と
こ
ろ
を
撮
影
し
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
が
。
ス
タ
ッ
フ
も
大
会
成
功
の
た
め
や

っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
。
初
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
撮
影
は
、

苦
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
各
中
継
所

で
教
育
委
員
会
の
職
員
が
１
人
１
台
ず
つ

カ
メ
ラ
を
持
参
し
、
撮
影
し
て
く
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
皆
さ
ん
で
襷
を
つ
な
い

で
、
選
手
の
雄
姿
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
伝

え
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
す
。
本
当
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
選
手
・
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。�

　
県
民
駅
伝
は
10
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

お
楽
し
み
に
！�

�

お
誕
生
日
お
め
で
と
う

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
�

お
誕
生
日
お
め
で
と
う

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
�

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
�

７
月
21
日
〜
８
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出�

戸
�籍
�

窓
�

の
�

（
　
　
　
）�

（
　
　
　
）�

《８月末日現在》（　）内は前月比�

深浦町の総面積　488.89H

　男 ……�

　女 ……�

　計 ……�

世帯数�

（－7）�

（－7）�

（－14）�

（±0）�

深浦町深浦町の人口人口と世帯世帯�深浦町の人口と世帯�

3,911人�

4,402人�

8,313人�

3,774世帯�

黄
金
崎
　
心
　
望
　
竜
　
太�

　
　
　
　
　
　
　
　
優
　
真
　
広
　
戸�

�

秋
　
元
　
や
　
よ
（
97
才
）
沢
　
　
辺�

岩
　
谷
　
雅
　
子
（
49
才
）
沢
　
　
辺�

大
　
屋
　
　
保
　
（
79
才
）
松
　
　
神�

平
　
澤
　
一
　
雄
（
95
才
）
黒
　
　
崎�

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
�

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
�

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
�

中
　
村
　
あ
や
子
（
70
才
）
横
　
　
磯�

本
　
田
　
庸
　
夫
（
67
才
）
川

原

町�

吉
　
井
　
て
　
つ
（
83
才
）
川

原

町�

加
　
藤
　
せ
　
つ
（
87
才
）
12
　
　
区�

大
　
船
　
國
　
義
（
80
才
）
晴
　
　
山�

青
　
嶋
　
タ
　
マ
（
94
才
）
北
金
１
区�

岩
　
谷
　
　
浩
　
（
58
才
）
　

関�
秋
　
元
　
さ
ち
ゑ
（
75
才
）
　

関�

米
　
谷
　
　
満
　
（
88
才
）
柳
　
　
田�

藤
　
田
　
　
昇
　
（
85
才
）
柳
　
　
田�

岩
　
谷
　
吉
　
良
（
83
才
）
岩
　
　
坂�

こ
こ
　
　
み�

山
　
内
　
心
　
翔
　
旭
　
人�

　
　
　
　
　
　
　
　
幸
　
子
　
舮
　
作�

�

ま
な
　
　
か�
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発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係�

1
０
１
７
３
ー
74
ー
２
１
１
１
（
代
表
）�

このコーナーでは、元気いっぱいな�

園児達の作品をご紹介します。�

みはる保育園のなかよしたち�

「ぼくの　わたしの�
　　　　　　大けっさく」�

★このコーナーでは、１歳を迎え�
　たチビッコ達をご紹介します�

〇
東
京
都
墨
田
区
�

〇
愛
知
県
長
久
手
市
�

〇
青
森
県
青
森
市
�

〇
千
葉
県
船
橋
市
�

〇
東
京
都
世
田
谷
区
�

Ｙ
・
Ａ
 
様
�

近
　
藤
　
俊
　
重
 
様
�

小
　
角
　
達
　
人
 
様
�

塩
　
谷
　
貴
　
治
 
様
�

山
　
本
　
誠
一
郎
 
様
�

（
８
月
25
日
ま
で
入
金
分
）�

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
�

た
ご
寄
附
を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
�

き
ま
し
た
。
�

あ
り
が
と
う
�

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

9月号�
№162

ホームページアドレス http:://www.town.fukaura.lg.jp/

元気�
こんなに�

です!

くまがい　る　　いくん（５さい）�

やまもと　ゆ う びさん（５さい）�

くまがい　ゆ き らさん（５さい）�

さかざき　ひ お りさん（５さい）�

さくらい　わ　　こさん（５さい）�

み う ら　け い やくん（５さい）�

（左から）�

（� ）�
ちゃん�

父�将　士�さん�
母�亜　衣�さん�

田野沢�

山本　優士�
と�まな�

（� ）�
ちゃん�

父� 　 さん�

母�知加子�さん�
風合瀬�

三浦真次郎�
じ�ろう�しん�

（� ）�
ちゃん�

父�史　人�さん�
母�純　子�さん�

４区�

小野　央貴�
おう�き�


